
【第3次松山市男女共同参画基本計画の体系】

「第3次松山市男女共同参画基本計画」が平成29年3月に策定され、『地域
防災分野での男女共同参画』が6つの主要課題の1つに掲げられました。
そこで、コムズでは、男女共同参画の視点を取り入れた地域防災力の充実強

化をめざして地域防災力アップセミナーを開催しました。
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目標 男女の人権の尊重

社会制度・慣行の見直し

方針決定過程への女性の参画拡大

仕事と生活の調和

地域防災分野での男女共同参画

教育分野での男女共同参画

～災害時こそ互いを配慮します～
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平成29年度県市共同開催事業 「地域防災力アップセミナー」

での

を防ぐには
～高齢者・女性・子どもなどの視点から～

講演会で浅野さんは、阪神・淡路大震災での被災現場や避難の様子を写真で
紹介し、東日本大震災や熊本地震における避難生活の問題点を洗い出しました。
物資配布カウンターに男性しかいなかったために衣類等の受け取りを諦めた

若い女性もいたという実例や着替え・授乳室がない、育児・介護・女性用品の
不足など男女や年代、健康状態、障がいの有無など地域に暮らす多様な人々の
「違い」に配慮した体制・支援が必要であると話してくださいました。

【講演会＆ワークショップ】の様子と資料の一部

報告

講師：減災と男女共同参画研修推進センター

共同代表 浅野 幸子 さん
＜プロフィール＞

阪神・淡路大震災に際して学生ボランティアから国際協力ＮＧＯのスタッフ
となり、在宅避難者・仮設住宅・全焼地域の復興まちづくり協議会の支援な
どに4年間従事。その後、(財)消費生活研究所、全国地域婦人団体連絡協議会
でそれぞれ事務局・研究員として勤める。この間、働きながら法政大学院修
士課程修了（政策科学修士）。現在はその後継団体の減災と男女共同参画
研修推進センター共同代表。主な分野は地域防災。全国各地で講演・講座・
研修を行っている。内閣府の「避難所運営ガイドライン」（2016）、「男
女共同参画の視点からの防災・復興の取組指針」（2013）の策定委員や、
自治体の防災会議委員などを務める。

平成30年3月10日
開催！



午後からは「顔の見えるネットワークをつくってエンパワーメントしよう～女性たち
のつながりで愛媛・松山を元気に～」をテーマに懇談会を行いました。
『住んでいる地区の風土で、話し合いに女性が参加することが無いため意識改革の仕

方がわからない』という質問に対し、地区の防災会で女性部を立ち上げた経験を持つ参
加者が『田舎に行けば行くほど保守的で男性中心の考え方が根強いと思うが、私たちは
女性のアイディア、企画力で成果を出すことを積み重ね、男性の理解を得られるよう活
動している』と答え、活動を共にする仲間の大切さを再認識するなど懇談会はQ＆A式
で活発に行われました。
また、男性職員が作った非常食の試食もあり、話し合いは終始和やかな雰囲気で進行

しました。

【浅野さんを囲んでの懇談会】の様子

非常食(五目ごはん)の作り方と様子

①段ボール箱を開け、

中身を取り出して材料の確認をする。
②炊飯袋をセットし、脱酸素剤を

取り除いたアルファ化米を入れる。

③米と同様に五目の具を入れ、

添付のしゃもじでよく混ぜ合わせる。

④約8ℓのお湯を炊飯袋に表示して

ある注水線まで注ぐ。

⑤密封し20分待った後口を開き、

しゃもじでむらをなくすように混ぜる。

⑥容器に盛り付け、割り箸を添えて

配膳する。

※アルファ化米とは、炊飯した米を糊状に乾燥させたもので、水やお湯を加えることで炊き上げた状態に戻すことが出来るお米です。

※今回はよりおいしく召し上がっていただくためにお湯を使用しましたが、この非常食は水で作ることもできます。水を使用する場合は
密封したのち60分お待ちください。



【講演会＆ワークショップ】アンケート(記述)

普段の性別役割意識によって災害時に問題が
起こってしまうことがわかりました。普段か
ら女性として地域防災に貢献していく必要が
あると感じましたが、地域に住んでいる人の
ことも全く分からないし、防災訓練などにも
参加していません。自分の行動から考え直し
ていかなければならないと思いました。
(女性/20代)

浅野さんがたくさんの内容を言葉にしてくだ
さったので視覚障害のある私にも理解し考え
ることが出来ました。また、当事者として声
を上げていきたいと思います。
(女性/40代)

職場の避難時の対策になる話が聞けて良かっ
たです。(男性/40代)

私の地区では避難場所解説・防災訓練にあた
り、女性がほぼ半数企画に加わり炊き出し等
も男性に手伝っていただいています。
このまま推し進めていく自信がつきました。
(女性/50代)

(女性力+当事者力)災害が大きければ大きいほ
ど必要になってくる力、特に避難所運営に関
してはその重要性を感じました。
今後の地域の訓練等にも活かしていきたいと
思います。(女性/60代)

リーダーとして手を上げることは難しいけれ
どこれから心して生活していくように心がけ
ていきたいです。本当に今回は参加して良
かったと思いました。(女性/70代)

防災のお話はとても参考になりました。避難
生活の実態がよくわかったので、意識して防
災に努めようと思います。(女性/70代)

自主防災活動では、男性がほとんどの役員の
為、今後は女性の参加も呼び掛けたいと思い
ます。(男性/70代)

【浅野さんを囲んでの懇談会】アンケート(記述)

意識髙く活動されている皆様の活動内容やこ
れからの志を聞く事ができ、刺激になりまし
た。(20代)

セミナー、懇談会共にとても充実していまし
た。女性の必要性をあらためて実感しました。
(30代)

近いところでいろいろな活動内容を聞くこと
が出来てすごく良い機会になりました。この
ような横のつながりができる会は大変ありが
たいです。(40代)

女性・男性の協力の仕方を学べました。ボラ
ンティアのつながりにも今後生かせそうでよ
かったです。地域の主婦の方の力の大切さを
感じました。(40代)

男女が互いに立場を思いやりながら活動して
いくことの大切さを学びました。
遠慮ばかりしているよりも積極的に参加して
いこうと思いました。(50代)

災害・防災関連の役員をされている方が多く
参加されていて女性の支援・協力の大切さの
重要性を強く感じました。女性しかできない
ことがたくさんあり、女性の活動の情報など
必須だと思いました。(60代)

いろいろな活動をしている女性たちと知り合
えたことがよかったです。保守的地域で大変
苦労されている女性たちとも会えたので、何
かヒントになるようなことがアドバイスでき、
また、皆さんで話し合える機会があってよ
かったと思いました。 (60代)

リーダーの大切さがわかりました。
また、リーダー次第で避難場所の居心地が決
まることもわかりました。(70代)


